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468. 45緩から総裁の中議齢者250名における箆常の身
体活動畿と筋機能の関連 SAT project ( 116 ) 
OJlUる紫乃ぺよ:1持ブ'J:1子、l:H;i互援ぺ加藤守
iぷi、村上晴香¥鯵 1投.-.2、必rn光生2、久野
絡むi
( 1筑波大学 γ1¥ J< J¥ センタ…、 2筑波大学体符科学系〉
[El tlヲ]約に綾燦を維持することができる身体活動
としては筑間¥cal/ c!ay (80001FI day -9000長会Iday) 
校設であると役奨されている。本似:究でtt300kcal/ 
dayまでの身体活動設を保持する必裁から86支えの中高
年者250名を対象とし、臼 ~i 1;身体活動量と務模様部緩
および筋)Jの関係について検討した。〔ブJi去}被!手支持
は者1~ fb-近郊に夜住する中'高年努女250~イI であり、El~議
身体活必j表300kcali d3Y 1:1，、下である者を Jl~1 出したの
1:1常身体的激怒:のiHUi.2 i式加速度 11~1 液製歩数計
(SUZUK瓦持拡;鋭)をよ~j いて J遊間測定をお:い・自の
平均備を求めた。なお歩数言?"にで按おきれない務転車
連動や水泳運動については4.5Metsで針:第を行った。
筋;震のiftlJ';:主はMI<lを用いて?に!法部qlブゴ立における見事関
節的反・脳血筋若干殻j横断ITI犠および幾稔第4I第5稔
i誇絞め中心線{立における大緩筋筋検新開孫、を求めたU
IJ.iカのilJ定は等i主性筋力iY.1J定装鐙を丹]いて行い、lJ究開
治犯i詣筋力およびj接関節仲浪Jfild説務カを求めた令
{之さ来JB 'I;~' 身体活動笈と各務群鋭機長~額稜および筋力
との組関関係を検討したところ、日常身体活動筆法膝
~i!ñf選出総務務横断密接について.fj・窓な抱関鈎係が認
められた(1'1産0.1'15i>く0，008n之228) もののその{也
会てのパラメーターと汗常身体活動誌の者HM1001:系は認
められなかった日また、白常身体活動登 (O-300kca!
/ dav)をlOOkcal/ dayごとの 3レベル;二分鋲し、レ
ベiけりの筏横断i謡後を比較したところ日常身体活動援
との慰問関係が待られた膝務節感泌総群怠j横断極i績に
ついては、 lOOkcalI day以下に比較し、 100~200kcal / 
day (p <0.0(9) および200~300kcal ! day (p <0.017訟
ではイ有意な鳩大が認められた。しかしながらその{患の
紡鮮総横断街綴ではレベル簡に有設な茶嬰は夜、められ
なかった。 i考察)本研究の結果、一絞的4ニ綾綾が維持
できると長奨されている300kcal/ dayまでの国常身
体活動畿と絞関節j話強筋若手絡横断5支援以外の務横断言語
穣および務カでは総係が認められ舎かったむまた200
~ 30Dkc:a! / dayのレベルは{患の低vベルに比較し有
意な装疑は認められなかったことから300kcalI day 
税度の日常身体活勤務:は務機能iこえu梁が得られJないこ
とが不綾された。今日では高い務機能を維持するため
に抵抗;運動が効来的であると多く殺をきされているが、
本僻究で検討した日常身体活動愛よりi惑い自営身体活
動i廷では (300kealI day以上〉効薬が後られるかも
し才Lないお
iくcyVへiurd
、主n議会 活設J)殻 1lJj機能
